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T細胞の基本的な 2 群のサブポピュレーションである CD 4 +およびCD 8 +細胞と，活性化T細胞(Ia
様抗原陽性T細胞として検出)を同定した。比重遠心法により末梢血から分離した単核細胞を， OKT
4 ， OKT8 ならびに OKla 1 の各種単クローン性抗体を用いる間接蛍光抗体法によって， CD 4 +およ
びCD 8 +細胞ならびに Ia十T細胞を同定し，それぞれがT細胞 (E ーロゼット形成細胞として検出)に
占める割合を算定した。また，歯周外科治療時に得た炎症歯肉組織を機械的に細切，さらに酵素処理し
て得られた浮遊細胞についても T細胞サブポプュレーションならびに Ia+T細胞の割合を算定した。さ
らに単クローン性抗体 (OKT8 ， OKT4) とウサギ補体を用いた補体依存性細胞障害反応によって，
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歯肉組織より得た浮遊細胞を CD 4 +細胞画分と CD 8 +細胞画分に分け，両画分中での Ia+T細胞の割
合を算定した。次ぎに末梢血単核細胞を E- ロゼット形成反応により T細胞と非T細胞に分画し，非T
細胞をマイトマイシン C処理し自己リンパ球混合培養反応(自己MLR) を行って， T細胞の自己認識
に伴って起こる増殖反応を検討した。また末梢血単核細胞を無刺激で 7 日間培養し，培養後に出現する
Ia+T細胞の割合を CD 4 +およびCD 8+細胞画分の各々について算定した。
(1)末梢血T細胞サブポピュレーションならび、に Ia+T細胞の割合は，歯周炎患者と健常者との間で
差は認められなかった。しかし歯肉組織では末梢血と比較して CD 4 +細胞が減少し CD 8+細胞が増
加し，その結果CD4+/CD8+比が低下していた。また Ia+T細胞の割合は，全例において末梢血に
比して著しく増加していた。さらに Ia+T細胞の割合は CD 4 +細胞画分， C D 8 +細胞画分とも同程度
であった。
(2) 歯周炎患者の多くでは自己MLRは健常者と同程度の反応を示したが，健常者の平均値から 2 S 
Dを越えて低下していた患者が 1/3 に認められた。自己MLR の異常と Pocket depth , Gingival 







CD 4 +あるいは CD 8+細胞画分に偏侍するものでないことが示唆された。
以上の成績より辺縁性歯周炎の病変部においては，局所の免疫調節機能に異常が存在することが示唆
された。さらに末柏、血ではT細胞サブポピュレーションに異常は認められないが，機能面において自己
MLRの異常が認められる症例があり，局所での免疫調節機構の不均衡と相侯って歯周病変の形成・進
展を修飾している可能性が推測された。
論文の審査結果の要旨
本論文は成人の歯周炎患者の病変局所におけるT細胞サブポピュレーションならびに活性化T細胞の
割合を検討し末梢血と比較して， CD4+/CD8+の低下ならびに活性化T細胞の著しい増加を明ら
かにしたものである。さらに自己MLRの低下が認められる患者の存在を明らかにして，病変局所での
T細胞サブポピュレーションの変動と相侯って，免疫調節機構の不均衡が歯周病変の形成，進展に関わっ
ている可能性を示唆した。
この業績は歯周病の成立機構の解析に新たな局面を開くものであり，歯学博士の学位請求に十分値す
るものと認める。
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